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序　　　　　文

スリ・ランカ民主社会主義共和国では看護婦不足が深刻であるにもかかわらず、既存の看護学

校では教員、教材の不足や施設の老朽化により、量、質ともに十分な看護婦の養成が困難となっ

ています。このため、同国政府は看護婦不足への対策と看護婦の質の向上を図ることを目的に、

1992年に、わが国に対し、無償資金協力による看護学校建設および技術協力を要請してきました。

これを受け、当事業団はプロジェクト方式技術協力による看護教育プロジェクト実施の可能性

について調査すべく、1995年８月に事前調査団を派遣し、続いて 1996年２月から４月に長期調査

員を派遣しました。

これらの調査結果を踏まえ、1996年５月 19日から５月 31日までの日程で、厚生省健康政策局

看護課長久常節子氏を団長とする実施協議調査団を派遣し、同年 10月から５年間のプロジェクト

方式技術協力を実施することを合意しました。

さらに、協力開始から半年を経た、1997年３月30日から４月７日までの日程で厚生省看護研修

研究センター教官和賀徳子氏を団長とする計画打合せ調査団を派遣し、協力内容のレビューと今

後の協力計画についての協議を行いました。

本報告書は、上記調査団の調査結果を取りまとめたものです。

ここに本調査にご協力を賜りました関係各位に深甚なる謝意を表しますとともに、本プロジェ

クトの実施運営に対しまして、さらなるご指導、ご鞭撻をお願い申し上げます。

1997年４月

国際協力事業団

医療協力部長　福原　毅文
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１．実施協議調査団派遣

１－１　調査団派遣の目的

（1）要請内容および背景

スリジャヤワルダナプラ総合病院（以下、ＳＪＧＨ）はわが国の無償資金協力により 1984年

に完成した約1,000床の総合病院で、スリ・ランカ民主社会主義共和国（以下、スリ・ランカ）

保健省管轄（半官半民）の病院として高度な医療サービスを提供している。1986年からは５年

間にわたり同病院を対象とし、新生児・産婦人科・ＣＣＵ・ＩＣＵ等の分野を中心とした治

療、看護技術協力プロジェクトが実施された。しかし同病院では看護婦が不足しているため

その養成が急務となっており、施設の不足から病院では倉庫の一部を利用して付属の看護学

校が看護婦を養成している。また、同国の看護学校は国立 10校ならびに半官半民のＳＪＧＨ

付属校の計 11校が存在するが、いずれも教員、教材の不足、施設の老朽化等が看護教育の質

の向上への障害となっており、改善が急務となっている。この状況に対処するためスリ・ラ

ンカ政府はＳＪＧＨ付属看護学校の建設に対する無償資金協力ならびにＩＣＵ、ＣＣＵ等の

専門看護を対象とした技術協力を日本政府に要請してきた。その後、1995年８月に実施した

事前調査では、同看護学校をあくまで基礎教育の向上をめざしたモデルケースとして位置づ

け、他に 10校ある国立看護学校における教育の質の向上・高度化を目的としたプロジェクト

を実施することで合意した。続く 1996年２月に長期調査員を派遣し、プロジェクトサイクル

マネジメント（ＰＣＭ）手法によるプロジェクト計画を作成した。今般の調査団派遣は上記の

諸調査を基にした５年間の活動計画と日本、スリ・ランカ双方の投入計画につき最終的に先

方と合意を得るためのものである。

（2）目的

看護教育プロジェクトに関する長期調査による結果、ＳＪＧＨおよび他の国立看護学校の

施設・設備はきわめて貧弱で、そのうえ看護教員の慢性的不足により学生に対する十分な教

育がされておらず、看護教育上、大きな問題となっている。このような現状を改善するため

に看護学校全体の教育の質の改善を目的として教材開発、看護技術、教材供与を含めたプロ

ジェクトを実施し、スリジャヤワルダナプラ看護学校をモデルケースとして位置づけ、他の

10校の教育レベルを引き上げる必要がある。上記事前調査および長期調査により技術協力プ

ロジェクトの実施基本方針はスリ・ランカ側とすでに原則合意しているところ、これらにつ

いて確認し、今後５年間の協力内容を討議議事録（Ｒ／Ｄ）に取りまとめ、署名交換を行う。

1） 無償資金協力による看護学校の建設前と建設後の２段階とし、建設前は他 10校の看護教

育ベースラインサーベイを実施する。完工後は第１段階で得られたデータに基づき看護教
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員・看護婦に対する臨床の場での訓練等の介入プログラムを考案、実施していく。

2） サーベイを基にした当該学校設置への適正基準づくり

3） 教育カリキュラムの策定、教材・機材の選定等学校設置準備

１－２　調査団の構成

担　当 氏　名 　　　　　　所　属

団長 総　　括 久　常　節　子 厚生省健康政策局看護課長

団員 看護教育 佐々木　正　子 東邦大学佐倉看護専門学校副校長

団員 研修計画 小　林　繁　郎 国際協力事業団医療協力部医療協力第一課特別嘱託

団員 協力計画 富　沢　一　洋 国際協力事業団医療協力部医療協力第一課職員
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１－３　調査日程

日順 月日 曜日 移動および業務

１ ５月 19日 日 東京発（11:30）→シンガポール（17:25）JL-719

シンガポール発（20:25）→コロンボ（21:25）SQ-442

２ ５月 20日 月 ＪＩＣＡ事務所表敬訪問（中村所長／稲見所員）

大蔵省表敬訪問（外国援助局課長　Mr.Passaperuma）

保健省訪問（保健次官　Dr.D.Dissanayake）、Ｒ／Ｄ討議打合せ

ＳＪＧＨ訪問（理事長　Dr.J.B.Peiris、病院長　Dr.D.L.De Laneralleほか）、

Ｒ／Ｄ討議打合せ

３ ５月 21日 火 保健省においてＲ／Ｄに関する討議

日本大使館訪問（金井書記官）、協議状況説明

４ ５月 22日 水 無償資金協力調査団との合同打合せ（施設建設内容の討議）

５ ５月 23日 木 保健省　Ｒ／Ｄ最終協議、Ｒ／Ｄ署名

ＪＩＣＡ事務所訪問（中村所長）、協議結果報告

６ ５月 24日 金 資料整理

７ ５月 25日 土 キャンディ総合病院および看護学校視察

久常団長、佐々木／富沢団員帰国

　コロンボ発（23:55）→

８ ５月 26日 日 　シンガポール着（6:15）SQ-401

　シンガポール発（9:45）→成田着（17:35）SQ-12

（以下小林団員のみ）

資料整理

９ ５月 27日 月 保健省訪問、無償資金協力調査団と合流（施設建設内容について協議）

10 ５月 28日 火 ＳＪＧＨ（研修生／専門家派遣、機材供与要請書提出の説明）

11 ５月 29日 水 保健省訪問、無償資金協力調査団と合流（施設備品供与のリスト作成）

12 ５月 30日 木 コロンボ発（1:10）→バンコク（6:10）TG-308

チュラロンコーン大学看護学部訪問（タイの看護教育事情についての情報収集）

13 ５月 31日 金 バンコク発（10:45）→成田着（19:00）TG-640
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１－４　主要面談者

（1）スリ・ランカ側関係者

1） 大蔵省外国援助局

Mr. B. H. Passaperuma Deputy Director（外国援助局課長）

2） 大蔵省国家開発局

Mrs. P. Alailima Director（国家開発局長）

Ms. W. A. S. Mahawens Deputy Director（国家開発局課長）

3） 保健省

Dr. Dudley Dissanayake Secretary（保健次官）

Dr. M. A. Jayasena Deputy Director General（Logistics）（業務調整

課副総局長）

Dr. H. S. B. Tennakoon Director（Training）（研修課部長）

Dr. K. E. S. Dalpata Deputy Director General（医療サービス局長）

Dr. G. Jeganathan Deputy Director General（医療サービス局長）

Mrs. N. C. De Costa Director Nursing Education（看護教育課長）

Ms. Kusum Vithama Director Nursing Medical Education（看護課長）

Ms. Karma Saranguhewa Director Public Health Nursing（公衆衛生看護

課長）

4） スリジャヤワルダナプラ総合病院（ＳＪＧＨ）

Dr. J. B. Peiris Chairperson（理事長）

Dr. D. L. De Laneralle Director（病院長）

Dr. Keinthi Kuwanage Deputy Director（副病院長）

Mrs. M. W. Ranawala Tutor（看護教員）

Mrs. S. Abeywardena Tutor（看護教員）

Mrs. S. Samarawickrama Tutor（看護教員）

Ms. H. A. S. Sri Chandra Matron（総婦長）

Mrs. M. Dayananda Deputy Matron（副総婦長）

5） ＪＩＣＡ集団研修帰国研修員（専門看護・看護管理コース）

Mrs. B. D. Chandralatha Nurse（コロンボ看護学校）

6） コロンボ総合病院・看護学校

Mrs. Sheila Paranavithana Principal（校長）
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（2）日本側関係者

1） 在スリ・ランカ日本国大使館 金井書記官

2） ＪＩＣＡスリ・ランカ事務所 中村所長

稲見所員
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２．実施協議調査結果

２－１　調査概要

本調査団は1995年８月に実施された事前調査、および1996年３月の長期調査結果に基づき、ス

リ・ランカ側とプロジェクトの方向性、活動内容の策定について協議し、合意を得てＲ／Ｄを結

ぶために派遣され、以下の活動を行った。

1） スリ・ランカにモデル看護学校を設立するための基礎情報獲得のため国立看護学校の視

察調査

2） ５年間の暫定実施計画（ＴＳＩ）、プロジェクトデザインマトリックス（ＰＤＭ）案につい

て合意を得る

3） Ｒ／Ｄの署名

4） プロジェクト方式技術協力実施に必要な書類の作成（A1フォーム、A2/A3 フォーム、A4

フォーム）

主要な協議結果は以下のとおりである。

1） スリジャヤワルダナプラ総合病院（ＳＪＧＨ）の看護学校はプロジェクトの発足時に国立

の看護学校（National School of Nursing of Sri Lanka）と呼称し、学校の運営は他の

10校の国立看護学校と同じく、保健省の管轄下に置くという一致の見解を得た。

2） プロジェクトの目標は看護教育の基礎を確立させることが最重点であることをお互いに

確認し合った。

3） プロジェクト事務所開設に際してＳＪＧＨ側より開設に必要な設備（部屋、電話回線、水

道設備、業務用机等）の提供の確約を得た。

4） Ｒ／Ｄの署名が行われ、プロジェクトの発効日の1996年 10月１日から５年間実施される

ことに決定した。

5） 今年度（1996年度）は日本側からチームリーダー、業務調整、看護理論の分野の３名の専

門家を長期で派遣し、スリ・ランカ側からは研修員として２名を日本に派遣するよう要請

した。

6） プロジェクト方式技術協力による機材供与はＳＪＧＨの看護学校だけでなく、他の 10校

にも必要機材を分配することで相手側と合意した。

２－２　実施協議内容

（1）看護教員は１学年の学生数では現状の３名で運営して、新学年が入学時に７名の教員に増

やし、３学年がそろった時点で 12名の教員に増員させるという相手側の提案を得た。
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（2）新看護学校開校と同時に必要なスタッフ（事務員、タイピスト、雑役婦、運転手、その他）

の CADRE（定員枠）のリストの提出を求めた。

（3）看護学校の校長は看護経験者の専任職として学校運営にあたるように要請した。

（4）プロジェクト開始後、卒後研修学校の教員もカウンターパートとして日本への研修員の対

象としていくことに合意した。

（5）プロジェクト方式技術協力における機材供与は、スリジャヤワルダナプラ看護学校への単

独供与としないで、他の 11校（卒後研修看護学校を含む）にも配分することを相手側に伝え

た。

（6）今年度のプロジェクト方式技術協力による相手側の機材供与リストでは、医療機材や看護

機材よりむしろ学校設備の備品の申請が目立った。

（7）今年度の研修生派遣の枠は２名であるが、保健省側から１名、ＳＪＧＨ側から１名を派遣

するよう要請した。

（8）看護学生に支給される給料（Stipend）は労働の報酬としてではなく、学生への奨学金として

支給しているとスリ・ランカ側よりの説明があった。

（9）現行の看護教育カリキュラムに関しては、スリ・ランカ側も見直していく方針であるとい

う見解を得た。

（10）看護学生の年間休日数（日本のような夏期、冬期、春期休暇）が全く設けられてなく、学生

の健康に影響を及ぼす可能性があると指摘した。しかし相手側は「スリ・ランカでは休日が多

く、年間の休日は合計で116日も取っているので休日が少ないということはない」と反論した。

（11）スリジャヤワルダナプラ看護学校の今年度の学生入学（57名）は７月に予定されている。教

員の教授方法は専門分野別ではなく、総合型（General）の形式を取っている。

（12）保健省側の対応が遅いので何らかの条件を付けたほうがよい。例えばプロジェクトの終了

後のメンテナンスはどうするべきかについて。（大使館金井書記官談）
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（13）スリジャヤワルダナプラ看護学校はＳＪＧＨのための施設ではなく、国立看護学校である

ことを相手側に認識させる必要がある。（大使館金井書記官談）

（14）教育は絵やテレビ等の視覚によって知識を与えることが大切で、言葉で教えてそれを相手

が言葉のまま記録するのが教育であるという考えを保健省の関係者が持っているので問題で

ある。（大使館金井書記官談）

（15）スリ・ランカにおいて看護教育の技術援助は非常に重要である。１人の教員が多くの学生

を抱えている講義スタイルは問題である。これを解消するためにも近代知識、近代技術、教

授開発に関する技術の援助を日本側より得たい。（大蔵省外国援助局課長　Mr. Passaperuma

談）

（16）カウンターパートの日本でのトレーニングはできるだけ若い層の研修員を派遣するように

したほうがよい。（大蔵省外国援助局課長　Mr. Passaperuma談）

（17）スリジャヤワルダナプラ看護学校の運営予算は 1997年から直接、大蔵省から配分される予

定である。正式には５月末に決定の予定である。

（18）無償資金協力調査団との話し合いでは、今回の調査で協力内容が決定するわけではないの

で、プロジェクト方式技術協力側との整合性を検討して、再度スリ・ランカ側と協議して決

定していく方針である。

２－３　今後の課題

（1）看護学生の募集について

前回の調査時、および今回、ＳＪＧＨの病院長と直接話し合った際、学生の募集は今年度

57名をすでに入学させているが、建物が完成する、しないにかかわらず毎年、今年に引き続

いて学生を入学させるという確約を取っていた。しかし、帰国直前、Mrs. De Costa（看護教

育課長）より、学生の毎年の受入れは看護学校が開校してからであって、開校前は不可能であ

るという説明を受けた。このような食い違いが今後も生じるおそれも十分考えられるので、

文書として保管しておいたほうがよい。

（2）カウンターパートの日本でのトレーニングについて

研修員の枠は今年度２名となっており、保健省側とＳＪＧＨ側から各１名を視察型研修で
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日本に派遣する旨伝えたところ、保健省からは看護教育課長の Mrs. De Costa、ＳＪＧＨか

らは総婦長と副校長を代行している Ms. Sri Chandra を要請した。しかし帰国直前になり、

ＳＪＧＨからは Ms. Sri Chandraの代わりにＳＪＧＨの病院長を派遣させたいという看護教

育課長の説明があった。看護教育のためのプロジェクトであるのに看護関係者を日本に派遣

しないのは問題である。今後このようなケースが起こらないとは限らないので研修員の派遣

は慎重に検討しなければならない。





附　属　資　料

①　実施協議調査団討議議事録（Ｒ／Ｄ）

②　プロジェクトデザインマトリックス（和文）

③　保健省組織図





































II．計画打合せ調査団報告書
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１．計画打合せ調査団派遣

１－１　調査団派遣の目的

本件プロジェクトは 1996年 10月に開始され、無償資金協力による看護学校完成前の第１段階と

して、長期専門家（チーフアドバイザー、業務調整員）とスリ・ランカ側カウンターパートの協力

により、看護学校（モデル校）設置の参考とするための全国の看護学校における看護教育のベース

ラインサーベイ、看護学校設置のための準備を行っており、1997年度からの本格的な活動計画策

定の段階にある。

こうしたタイミングをとらえ、これまでのプロジェクトの進捗状況を当初計画とこれまでの活

動の整合性の観点からレビューし、課題や問題点を把握するとともに、今後の（とりわけ 1997年

度の）活動計画とめざすべき目標を設定し、日本、スリ・ランカ双方でこれを確認するため、計画

打合せ調査団が派遣された。

１－２　調査団の構成

担　当 氏　名 　　　　　　所　属

団長 総　　括 和賀　徳子 厚生省看護研修研究センター教官

団員 看護教育 豊島　閲子 財団法人国際看護交流協会研修事業部長

団員 協力計画 大塚　卓哉 国際協力事業団医療協力部医療協力第一課職員
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１－３　調査日程

日順 月日 曜日 移動および業務

１ ３月30日 日 12:00　移動（成田→シンガポール：SQ997）

21:00　移動（シンガポール→コロンボ：SQ402）

２ ３月31日 月 08:45　ＪＩＣＡスリ・ランカ事務所表敬／打合せ

09:20　在スリ・ランカ日本大使館表敬／打合せ

10:30　スリ・ランカ大蔵省外国援助局表敬／協議

11:35　スリ・ランカ保健省表敬／協議

15:35　スリジャヤワルダナプラ総合病院（ＳＪＧＨ）表敬／協議

16:15　プロジェクト専門家打合せ

３ ４月１日 火 09:20　ＳＪＧＨ協議

15:00　カンダナ看護学校表敬／視察

16:05　コロンボ北病院（ラガマ）表敬／視察

４ ４月２日 水 10:10　ゴール看護学校表敬

10:40　カラピティヤ総合病院視察

12:05　ゴール看護学校協議

５ ４月３日 木 09:40　ＳＪＧＨ協議

11:35　スリジャヤワルダナプラ看護学校協議／視察

14:20　ＳＪＧＨ協議

15:35　スリ・ランカ公開大学（看護コース）表敬

６ ４月４日 金 14:20　プロジェクト運営委員会

15:50　議事録署名

７ ４月５日 土 10:00　議事録署名（パッサペルマ大蔵省外国援助局課長）

８ ４月６日 日 23:55　移動（コロンボ→シンガポール：SQ401）（和賀団長／豊島団員）

９ ４月７日 月 02:40　移動（コロンボ→バンコク：TG308）（大塚団員）

09:45　移動（シンガポール→成田：SQ012）（和賀団長／豊島団員）

10:30　移動（バンコク→カトマンドゥ：TG311）（大塚団員）
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１－４　主要面談者

所属先名 面談者名 職　　名

在スリ・ランカ日本大使館 金井　要 一等書記官

ＪＩＣＡスリ・ランカ事務所 狩野　良昭 所長

藤原　純子 副参事

スリ・ランカ大蔵省外国援助局 Ｂ・Ｈ・パッサペルマ 課長

スリ・ランカ保健省 Ｄ・ディサナヤケ 次官

Ｋ・Ｃ・Ｓ・ダルパタドゥ 計画課長

Ｓ・Ａ・Ｐ・グラニサラ 局長

Ｎ・Ｃ・デ・コスタ 看護教育課長

スリジャヤワルダナプラ総合病院（ＳＪＧＨ） Ｊ・Ｂ・ピーリス 会長

Ｄ・Ｌ・デ・ラネロール 院長

Ｍ・ダヤナンダ 総婦長

スリジャヤワルダナプラ看護学校 Ｂ・Ｓ・アベイワルダナ 教官

Ｓ・サマラクラワ 教官

カンダナ看護学校 Ｈ・Ｗ・ハルケビダナ 副校長

Ｗ・Ｄ・Ｋ・ウィジャヤンシ 教官

Ｄ・Ｓ・ヘティアラチチ 教官

Ｋ・パシラナ 教官

コロンボ北病院（ラガマ） Ｐ・Ｇ・メヒパラ 院長

Ｋ・アマラシンゲ 総婦長

ゴール看護学校 Ｍ・Ｇ・Ｂ・シルバ 校長

Ｃ・ヤガハウィタゲ 副校長

Ｓ・アベイセベラ 教官

Ａ・Ｗ・Ｊ・チャンドラ 教官

Ｌ・ソマパラ 教官

カラピティヤ総合病院 Ｋ・Ｌ・セナナヤカ 婦長

スリ・ランカ公開大学（看護コース） Ｎ・Ｂ・ラトナシリ 健康科学課長

Ｃ・デ・シルバ コーディネーター

Ｐ・Ｃ・Ｈ・サマラセケラ コンサルタント

Ｕ・ハンダ コンサルタント

Ｔ・マーセネス 教育アシスタント

Ｖ・ペレラ 教育アシスタント
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２．計画打合せ調査結果

２－１　調査概要

２－１－１　スリ・ランカ側関係各省との協議

スリ・ランカ側関係各省を表敬し、本調査団の目的につき説明し、これまでの本プロジェク

トの活動をレビューするとともに、今後の活動計画（特に 1997 年度の活動計画）につき協議を

行った。

協議概要は以下のとおりである。

（1）大蔵省外国援助局（パッサペルマ課長）

保健医療分野における看護婦の役割は、スリ・ランカで一般的に認識されている以上に

大きいと理解している。よって、本件はスリ・ランカにおける看護教育の拡充のみならず、

保健医療分野全体の改善につながる重要なプロジェクトであると認識している。1996年 10

月にプロジェクトを開始して以来、リーダーおよび業務調整員を中心に、順調にプロジェ

クト活動を実施しているようであるが、看護教育のマネージメントおよび看護婦養成のた

めのトレーニングカリキュラムの確立が今後の最重要課題であり、スリ・ランカ側にとっ

ても 1997 年度は本プロジェクトが本格的に始動する勝負の年であるといえる。残念なが

ら、スリ・ランカにおいて医者が看護婦を軽視しているのは事実であり、また、保健医療

分野であるため、大蔵省として提言できる領域も限定されていることは否めないが、今後、

できる限りの協力を行いたいと考えている。

（2）保健省（ディサナヤケ次官）

デ・コスタ看護教育課長の日本での研修の件では大変お世話になった。スリジャヤワル

ダナプラ看護学校の新校舎は 1999年３月に建物が完成し、同年６月にスリジャヤワルダナ

プラ総合病院（ＳＪＧＨ）から独立し、新体制での開校を予定しているが、本プロジェクト

に関しての日本への研修員は同校で働くように調整したいと考えている。

同校教員の選定については、現在も公募による公平な選定を行っているが、今後、

ＪＩＣＡ側の立ち会いのもとで行うことを約束する。

（3）ＳＪＧＨ（Ｄ・Ｌ・デ・ラネロール院長）

将来、看護婦の不足が予想されるため、1997年７月に 25人の学生の追加入学を予定して

いる。現在の学生（２年生）は1999年 11月に卒業予定であるが、1999年６月には新たに100

人の学生が同校に入学する予定であり、一時期、３学年が重なることになり、現在の７人
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の教員では対応できない。そのことは十分認識しているが、看護婦不足の解消が最重要課

題であるので、教官の補充については同病院の理事会に通して何とかしたい。また、今後、

保健省、ＳＪＧＨおよび看護学校間の予算の流れについても、効率的な体制を確立してい

きたい。

２－１－２　プロジェクト運営委員会の実施

スリ・ランカ側関係機関との協議を踏まえ、４月４日、保健省にてプロジェクト運営委員会

が開催された。

ディサナヤケ委員長（保健省次官）の司会進行のもと、プロジェクトより 1996年度の活動およ

び 1997年度の実行計画につき説明がなされた。また、本調査団長より調査報告も行われた。

同委員会においてスリ・ランカ側が了解した日本側からの要求項目は以下のとおりである。

・スリ・ランカ側は各看護学校においてみられる看護教育機材の不足を解消する。

・保健省はデ・コスタ看護教育課長をサポートするためのアシスタントをつける。

・保健省は本プロジェクトに車を供与する。

２－１－３　ミニッツ署名交換

上記の協議内容を踏まえ、和賀団長とスリ・ランカ側（ディサナヤケ保健省次官、ピーリス

ＳＪＧＨ会長、パッサペルマ大蔵省外国援助局課長）との間で議事録に署名を行った。

２－１－４　看護学校視察

スリ・ランカにある11校の看護学校のうち、カンダナ看護学校（コロンボ市北部）とゴール看

護学校（ゴール市）の２校、およびその臨床実習実施病院（それぞれ、コロンボ北病院（ラガマ）、

カラピティヤ総合病院）の視察を行った。視察結果は以下のとおりである。

（1）カンダナ看護学校

学生数は 96人（入学時は 116人）で、そのうち 80人が寮生活を営んでいる。コロンボ北

病院（ラガマ）までは約５キロメートル（車で約15分。渋滞がひどいとさらに時間がかかる）

あり、学生は病院まで学校所有の２台のマイクロバスにより移動している。現在、講義は

シンハラ語で行われているが、今後、英語による講義も予定している。

学校の設備は他校と比較して整備され、管理が行き届いている。また、教室は広く机・椅

子も完備されている。ただし、保健省から与えられている図書費は年間２万ルピー（約４万

円）に過ぎず、専門書などはほとんど買えないのが現状である。また、病院における臨床実

習が週に 50時間（日本は週に 30時間）と多いため、学生の負担も大きい。
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（2） コロンボ北病院（ラガマ）

ベッド数は 1,100床、看護婦は 460人、患者数は 1,000人以上。平均入院日数は３日間と

短く、分娩後の退院も 48時間以内となっている。院長は非常に若いが、看護教育システム

の改善は病院の改善にもつながるという考え方をもっており、看護教育に対して理解があ

る印象を受けた。また、患者のプライバシーへの配慮も有していた。

一方、病院の施設はよいとはいえず、エレベーターなど故障したままで、放置してある

機材が目についた。また、衛生状態もよいとはいえず、例えば外科病棟では、血で染まっ

た枕をそのまま放置していたり、異臭が漂っていたりした。

（3）ゴール看護学校

学生数は150人。講義はシンハラ語で行っている。学生の臨床実習場所であるカラピティ

ヤ総合病院までは約５キロメートル（車で約10分）であり、学校と病院間の道路の舗装状態

は悪い。学生は学校所有のバスで移動している。

（4）カラピティヤ総合病院

ベッド数は 1,000床以上。大きく３病棟に分かれており、調査団およびプロジェクト専

門家は３組に分かれて視察を行った。ちょうど学生の臨床実習の試験が行われていた。学

生の臨床実習時間は 7:00～ 16:00までの９時間である。病院の衛生状態は決してよいとは

いえない。

２－２　総括

（1）主要調査結果－概要

＜ 1996年 10月以降の進捗状況＞

1） 長期専門家の活動拠点がＳＪＧＨの中に設置され、設備が整えられつつある段階である

が、以下に示すようにプロジェクトとしての活動が、スリ・ランカ側とのよい関係をつく

りながら円滑に進められている。

2） 長期専門家（佐々木リーダー、小林業務調整員）による 1996年 10月から 1997年３月 31日

までの調査結果と活動内容を、資料に基づいてスリ・ランカ側とともに双方で確認した。

① 10校の国立の看護学校のうち、Batticaloa校、Jaffna校を除いた８校およびＳＪＧＨ

校の調査が予定どおり終了し、統計的整理の段階にある。

② 活動内容としては諸会議のうち、作業委員会が 1996年 11月および 1997年１月に開

催され、学校設立の準備活動が進められている。この会議は２～３カ月ごとに開催さ

れる予定である。スリ・ランカ側のメンバーとともに円滑に会議が進められているこ



- 39 -

とを確認した。

現在は、学則、寄宿舎に関する規則について、日本のものを参考にしながら検討を

している段階である。

③ 1997年の活動内容のひとつであるワークショップの開催について、デ・コスタ保健

省看護教育課長と開催日時、テーマ、プログラム、参加者の人数（教員：25名、実習病

院側：49名）、参加者の基準等について協議し、円滑に進められていた。

・ワークショップ修了者には「修了証書」が出される

・修了証書はデ・コスタ看護教育課長、佐々木リーダーの名前で出される予定

3） 1996年度派遣の長期専門家（看護教育担当）として大野夏代氏が 1997年３月 19日より着

任し、佐々木リーダーのもとにプロジェクトのメンバーとしてとけこみ、積極的に活動を

開始していた。

4） 日本への研修員の派遣のうち、「看護教育」の分野で、デ・コスタ看護教育課長が1997年

３月４日～３月 29日の３週間派遣された。この研修の報告をスリ・ランカ側とプロジェク

トのメンバーとともに聞くことができた。

＊日本の看護婦は看護が好きである

＊日本の看護婦は「看護」をしている

＊日本の看護学生は授業料を払って教育を受けている

＊臨床実習は「教育」として行われている

＊日本の看護学生は寄宿舎の管理を自分たちで行っている

＊日本にはすばらしい施設設備を備えた学校もあるが、そうでないところもある

＊スリ・ランカでは看護の「量」のみに着目しているが、「質」を考えなければならない

カリキュラムの見直しをする必要性を強く感じ、５月のワークショップ終了後に検

討委員会を設け取り組みたい等の報告がされた。

＊また、日本の看護教員養成について知る機会がなかったことを残念がっていた。

今後のプロジェクトの推進にとって、彼女の派遣は有意義であったことを確認できた。

5） カンダナおよびゴールの２看護学校を視察し、器材の導入が待ち望まれていることを確

認した。1996年度のものは 1997年６～８月には、いったんＳＪＧＨに搬入され、そこから

各学校に配分される予定である。電気系統等の変更をする必要がなく、円滑に導入される

ものと思われる。

また、ゴール看護学校では、２年修了時の実技試験を視察できた。試験は、学生の実習

病棟の婦長と他校の教員とが試験官になり実施されていた。これまでのスリ・ランカの看

護教育で培ってきた技術（主として診療の補助技術）の確かさを確認できた。カリキュラム

を何らかの形で改正するにしても、この点を考慮する必要性を感じた。
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＜ 1997年度計画に関して＞

1） 基本調査として、1997年度は実習病院に重点を移し、調査が継続される。

2） 1997年度の派遣予定の樋口まち子氏（地域保健）は、プロジェクトへの参加に意欲的であ

ることを確認できた。

3） 活動計画として、1997年９月に予定されているワークショップは、日本からの専門家を

招かず、大野、樋口の両氏を中心に行う予定である。

4） 1997年８月と 1998年１月の短期専門家として、両期間とも「基礎看護実習」の領域の専門

家を希望している。

5） 日本への２名の研修員の派遣は、予定どおり実施されてよいことを確認した（１名は

ＳＪＧＨのデ・ラネロール病院長であり、１名はラトナプラ看護学校の看護教員アラチッ

チである）。

派遣研修員の選考にあたっては、ＪＩＣＡのプロジェクトチームが参加することが確認

された。

6） 1997年度導入予定の器材もリストに従って、導入されてよいことを確認した。

（2）以上の一連の調査、協議内容を踏まえ、日本、スリ・ランカ双方で確認し、ミニッツに取

りまとめ、署名交換した。

（3）今後の問題点（および展望）

1） 学校の開始時期について、デ・コスタ看護教育課長より次官が同席の場で、1999年６月

であるとの言葉があった。この時期が円滑に実現するように進められることを期待する。

2） プロジェクトに対するスリ・ランカ側の信頼と期待が高い一方、第１回の運営委員会

（Steering Committee）の会合が開催されたが、メンバー構成からみたとき、合同調整委員

会（Joint Coordinating Committee）との混乱があった。誰が Chairpersonであるか、何に

ついて協議するかという意識が薄かったように見受けられた。

この会で重要な事項が検討されることから、この会の運営を軌道に乗せることが重要で

ある。

3） 看護学校の運営予算の流れとして、国立の看護学校としてスタートする時点から、直接

財務局から看護学校におりてくるという見解である。（デ・コスタ課長談）

現在の予算の流れには、大きく２つある。

①　直接、財務局から学校長へ

②　財務局から病院（長）へ、病院（長）から学校長へ

（ＳＪＧＨは自治病院であるが、後者のタイプに属する）
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＊調査団とＳＪＧＨ側との協議の段階では、国立の看護学校になってからも②のままの

ほうが人件費の点からよいという考えが出された。

＊運営委員会の場で、②の場合でも、学校の予算と病院の予算を分けて運営することが

次官から提案された。

＊この問題は看護学校（長）の組織上の位置づけの問題とも関連するので、今後の重要な

課題として検討を継続する必要がある。

4） ＳＪＧＨ側との協議の席で、看護婦不足（看護婦：420／ベッド数：660）の対策として、

現在、看護学生が 44名いるが、保健省では新たな入学を予定していないので、ＳＪＧＨ独

自に 25名程度（年間の退職者数に匹敵する）の新入生を取りたい旨が提案された。

仮に、新入生を受け入れた場合の問題として、以下の点をあげ、検討した。

①　1999年６月（国立看護学校としての始業）～1999年 10月（現在の 44名の卒業）の３

コースの重複

②　1999年 10月～ 2000年６月までは、２コースの重複

③　教員が国立の看護学校の開設準備に携われない

④　７名（予定）の教員で３コースを担当することは困難である

⑤　７名の教員は国立の看護学校のための要員であり、25名のための教員は考えられ

ていない

⑥　2000年６月の入学生（２回生）のための準備が困難

⑦　新しい校舎と以前のままの校舎で教育を受ける２つのタイプがでる

検討の結果、この提案は引き下げられたが、看護婦不足という問題は今後も何らかの形

でプロジェクトに影響を及ぼしてくることが考えられる。

5） 日本への研修員の派遣にあたって、研修場所との連絡調整に直接、佐々木リーダーが携

わっている現状がある。日本国内で、専門的な計画調整を行えるようにする必要がある。

6） 長期専門家として1997年８月から派遣予定の樋口氏に関して、佐々木リーダーから、日

本の看護教育に関する全体的な知識（あるいは専門とする地域保健に限定して）を得るため

の何らかの研修が必要ではないかという提案が出された。

7） 現在のＳＪＧＨの看護教員２名のプロジェクトへの参加意識は、やや消極的であるよう

に見受けられた。しかし、「寮の規則のシンハラ語を英訳して会に参加します」という発言

からは、具体的な行為がイメージできるようになれば、積極的になるのではないかと思わ

れる。

8） 看護学校の基本調査に対して、Ｃ校が非協力的であるということであるが、単に学校長

個人の考え方であれば問題はないと考えるが、今回の調査では明らかにできなかった。周

囲の学校が変われば自ずと変わらざるを得ないであろう。
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国立の看護学校の「学校長会」のようなものを組織する必要があるかどうか、今後検討し

てみるのもよいのではないか。

9） 運営委員会のなかで次官から、日本とスリ・ランカのカリキュラムの違いに着目し、現

在スリ・ランカの内容にはない「老年看護学」をぜひ取り入れるように提案された。メン

バー意識がカリキュラムに注がれるよい機会であった。

10） また、同委員会のなかで、これまでの進捗状況のなかから、デ・コスタ看護教育課長の

超多忙な状況とそれによるプロジェクトへの影響が問題点として出され、その場で、彼女

の補佐として現在のＰＢＳの教員を１人つけることが約束された。

11） また、長期専門家が活動に使用できる車１台も同委員会のなかで約束された。

２－３　実施計画の進捗状況

２－３－１　協力活動の進捗状況

プロジェクト開始後の長期専門家による協力活動は主に次の３点である。調査団はその活動

内容について、スリ・ランカ側関係者ならびにプロジェクト専門家との意見交換、活動現場の

視察等により確認し、課題や問題点の把握を行った。

①　国立看護学校の実態調査について

②　看護学校開設準備活動について

③　中堅技術者養成のためのワークショップ開催準備活動について

（1）国立看護学校の実態調査について

全国の看護学校の現況調査から、モデル看護学校設置のための方向性および活動内容を

探ることを目的とした本調査は、国立看護学校 10校のうち Batticaloa校、Jaffna校（いず

れも紛争地域）を除く８校およびＳＪＧＨ看護学校の計９校を対象に実施され、予定どおり

終了している。

調査方法は、アンケートならびにインタビュー形式による。調査期間はアンケート調査

が２月16日より３月19日の約１カ月間であり、続いて佐々木リーダー、小林調整員の各対

象校および関連病院での関係者へのインタビューが行われた。

調査の焦点は次の４点に置かれ、約 21項目にのぼっている。

①　学校運営に関する統計

②　学校の建物および設備に関する情報

③　実習病院の職員、患者に対する統計

④　看護学校、実習病院の現況視察
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アンケートの回収状況は９校中、７校がインタビュー時の回収であり、期限内回収は２

校にとどまった。これにはスリ・ランカの状況として、統計的感覚が薄い、紙不足などが

影響を及ぼしているといえる。調査団が訪問したカンダナ、ゴール看護学校のアンケート

（回答）には量的に大きな開きがみられたが、このことは、他の調査対象校に共通するもの

と予測される。

調査の結果は今後の集計、まとめによるが、長期専門家の報告による調査結果の概要報

告では、①施設の老朽化、教員、設備の不足、②学生の募集が毎年定期的に実施されない、

③入学時期が一定でない、④学生間の教育レベルに差がありすぎる、などがあげられ、看

護教育をとりまく環境の厳しい一面を浮き彫りにしている。

スリ・ランカにおける看護分野で、同様の調査が行われたのは初めてのことである。プ

ロジェクトがうまく発展し実施されるためには、国の状況にプロジェクトを適合させるこ

とが必要である。その意味でも今回の調査で全国の看護教育の状況がおおむね把握された

ことの意義は大きいと思われる。

前述の調査結果の概要は、スリ・ランカの看護教育が抱える課題の多くが、保健・医療

体制や教育システムとの関連を示している。プロジェクト推進上、考慮を要する点と思わ

れる。

なお、佐々木リーダーらによる各看護学校および病院訪問はプロジェクトへの関心を喚

起しており、今後「中堅技術者養成コース」の実施、供与機材の有効活用等の点で好ましい

影響をもたらすものと思われた。

（2）看護学校（モデル校）設置準備活動

1996年５月 23日に締結されたＲ／Ｄには、看護学校設立準備に向けて運営委員会、合同

調整委員会の設置が謳われている。プロジェクトチームは双方の委員会開催に先立ち、モ

デル校開校に関する一切の事務的準備を進めるため、スリ・ランカ側カウンターパートと

の協議による、作業委員会（Operation Committee）を発足させた。これは、看護学校側に

本委員会を置き、そのメンバーのなかには保健省看護教育課長、ＳＪＧＨ院長、事務長、看

護部長らのほか、その他の看護学校教員をも含んでいる。他方、分化委員会は臨床指導体

制を整えるために設置され、ＳＪＧＨの看護管理者ならびにＳＪＧＨ看護教員をメンバー

としている。実際の会議は、学校設立の準備段階にあることから、表２－１のとおり合同

作業委員会の形式で２回開催されている。討議内容はミニッツとしてまとめられ、会の円

滑な進行が伺われる。

各委員会の実施状況は次のとおりであった。
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表２－１

開催月日 委員会名 参加委員 討議テーマ

1996年11月27日 合同作業委員会 ＳＪＧＨ院長

副看護部長

教員

佐々木リーダー

（於ＳＪＧＨ） 小林調整員

プロジェクト秘書

1997年１月27日 合同作業委員会 保健省看護教育課長

ＳＪＧＨ院長

ＳＪＧＨ看護部長

教員（３名）

在スリ・ランカＪＩＣＡ職員

佐々木リーダー

（於ＳＪＧＨ） 小林調整員

プロジェクト秘書

1997年４月４日 運営委員会　　 ・保健省次官ほか

　保健省関係者３名

・ＳＪＧＨ理事長

・ＳＪＧＨ院長

・ＪＩＣＡ事務所長

（於保健省） ・佐々木リーダー

・小林調整員

モデル看護学校の教員は1999年の開校時10名が予定されている。在職中のＳＪＧＨ看護

教員４名のうち、退職予定者１名を除く３名はそのなかに含まれ、カウンターパートとし

て開設準備活動に参加している。

第１回合同作業委員会では、プロジェクトチーム側から開設準備に向け今後検討してい

くべき課題（案）が18項目にわたり提示されている。第２回目は、それらの項目にある教育

哲学、組織、学則、カリキュラムの策定等のなかから、最も身近で具体的な課題である「学

則」「寮則」が取り上げられ、日本の例を参考にしながら検討を進めている段階であった。

運営委員会の第１回目は、前記の４月４日、保健省においてディサナヤケ委員長（保健次

・ プロジェクトのＴＳＩ確認

・ 委員会の開催計画と討議事項の

確認

・ ＳＪＧＨ側の教員退職に伴う募

集・雇用について、ほか

・ 学生の新宿舎に関する基本設計

の説明

・ 寮則について

・ ＳＪＧＨによる３人の教員募集・

雇用について

・ 看護学校学則に関し、佐倉看護

学校の学則の一部導入について

・ その他

・ 1996年度プロジェクト報告

・ 1997年度プロジェクト計画確認

**（ob） 在スリ・ランカ日本大使館

一等書記官

（ob） 調査団・３名

**（ob）　オブザーバー
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官）を議長とし開催された。その内容は1996年度プロジェクトの活動報告ならびに 1997年

度の計画についての説明であり、次の点について質問や要望が出され、確認された。

1） スリ・ランカの看護教育カリキュラムの時間数が多いのは、①スリ・ランカの看護学

生は給料を得て働きながら学んでいる（保健次官）、したがって、②夏休みなどの休暇は

ない、③１週間の就学時間は 50時間である。

2） 1995年３月以降、看護学生の募集をしていないことについて、保健次官からは、「1998

年から入学システムが変わる、看護分野では毎年入学できるようになるだろう」との説明

があった。

3） カリキュラムに老人看護をいれてほしい。

4） スリ・ランカ側は、供与機材を受けるについて、管理上の規則をつくる。

5） プロジェクトチーム側からスリ・ランカ側に出され、了解された要望やスリ・ランカ

側の見解は次の３点である。

① 看護学校の予算が不足している点について、「学校予算の流れはすべて直接学校に

いくことが望ましい」との保健次官の見解が示された。

② 保健省は看護教育課長にアシスタントを１名つける。

③ 保健省はプロジェクトのために車を１台準備する。

ＳＪＧＨの看護教員は作業委員会の中枢として本プロジェクトにかかることが期待され

ている。「モデル校として全国の看護学校から、将来、見学者を迎えることを誇りに思う。

有能な看護婦を養成したい。そのためにも高い教育レベルを維持したい」「４月８日の作業

委員会に間に合うよう、シンハラ語の学則を英訳する」など、ＳＪＧＨの教員から聞かれた

言葉からプロジェクトに寄せる期待の大きさ、参加意欲を確認することができた。新しい

看護学校の具体的な活動が進めば教員のより積極的な参加が期待できるものと思われるが、

そのためには当面の教員不足（３名）がＳＪＧＨにより早期に解決されることが望まれる。

（3）中堅技術者養成のためのワークショップ準備活動

1997年度活動内容のひとつである、中堅技術者養成枠によるワークショップの開催につ

いては、プロジェクトチームとデ・コスタ看護教育課長の間で３回の準備会議がもたれ、日

程、テーマ、プログラム、参加者基準、人数等について協議され、円滑に進められている。

概要は次のとおりであった。

－　開催日程：1997年５月 26日～ 31日（６日間）

－　開催場所：Sri Lanka Foundation Institute

－　対　象　者：74名（①看護学校教員：12校／ 23名、②卒後教育課程教員２名、③実習
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病院・指導者：18施設／ 49名）

＊ＳＪＧＨからは最多の６名が参加予定となっている。

－　テ　ー　マ：Clinical Supervision of Student Nurses

－　目　　的：演習の意義の理解、教授法の習得を図るなど５項目のほか、スリ・ラン

カおよび日本の看護の現状を知らしめ看護の水準向上に資する。

調査団訪問時は各施設による人選の段階であり、締め切りを数日後に控えていた。

第１回ワークショップには、日本側から３名の短期専門家（講師）派遣が決まっている。

ワークショップ修了者には「修了証書」が出される予定である。

２－３－２　長期専門家派遣

1996年度末までに次の長期専門家が派遣され、初年度計画に沿った活動は前述のとおり、お

おむね円滑に進められている。看護教育課長、ＳＪＧＨ院長、看護教員らカウンターパートと

の「共働」関係が良好に保たれている証左ともいえよう。

チームリーダー ：佐々木正子氏（1996年９月25日～1998年９月24日）

業務調整員 ：小林　繁郎氏（1996年９月４日～1998年９月３日）

専門家（看護理論）：大野　夏代氏（1997年３月19日～1999年３月18日）

（1）活動拠点

長期専門家の活動拠点はＳＪＧＨ３階・有料病棟の３部屋（佐々木リーダー用、小林業務

調整員用、秘書室用）が確保され、11月１日に事務所が開設されている。事務運営に必要

な机、椅子、キャビネット、本棚、電話、コピー機、ＦＡＸなどの備品、機材は 1996年度

末までにほぼ揃い、事務所の基盤は整備されている。スリ・ランカ側の対応、協力は円滑

であると判断された。

なお、大野専門家、1997年８月赴任予定の樋口専門家の事務室は４階有料病棟の２人部

屋が当てられ、ドアの取り付け、壁の塗り替えが終わったばかりであった。机、椅子、戸

棚等の備品はほぼ揃い、７月に予定されている1996年度の供与機材（テレビ・ビデオ等）の

搬入を待つ状況であった。

（2）事務所環境

有料病棟（20床）の一角に設置された事務所環境は、機材、資材等が置かれている業務調

整員室、秘書室はやや狭いが、ほかは十分なスペースが確保されており、冷房設備、トイ

レ・シャワーが付設、人の出入りが少なく（同病棟の占床率 50％）閑静であるなど、良好の

ようであった。電気、水道は時に止まることもあり、コンピューター、コピー機に支障を
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来すこともあるようである。

なお、保健省内に設置される予定だった長期専門家用事務室は、同省内にスペースの確

保ができず、実現されていない。看護教育課長デ・コスタ氏によれば、「保健省の拡張工事

が計画されており、完成時には事務室が確保され、長期専門家との打合せがもっと容易に

なる。しかし、本年度（1997年１月～ 1998年１月）予算には組み込まれておらず、来年度に

希望をつないでいる」とのことであり、今後の動向が期待される。

（3）生活環境

佐々木リーダー、小林業務調整員が居住する区域は、市内でも最も安全で閑静な住宅街

であり、ＳＪＧＨの事務所には車で 20～ 30分の走行距離と、地の利は良好のようであっ

た。専属のドライバー、お手伝いさんも信頼がおけ、安心して任せられる、生活上困って

いる点はとりたててないなど、おおむね快適な生活が送れているようであった。赴任後間

もない大野専門家はホテル住まい中であり、ＪＩＣＡ現地事務所が提携する不動産屋を通

し、物件探しにあたるなど生活環境を整える段階にある。

２－３－３　研修員の受入れ

1996年度の研修員受入れ枠で日本に派遣されたカウンターパートは次の２名である。

Mrs. Ivimal Chandra de Costa （保健省看護教育課長）

：1997年３月４日～３月 29日（３週間）

Ms. Malinee W. Ranawaka （ＳＪＧＨ看護学校教員）

：1997年３月 25日～６月 18日（12週間）

調査団は研修から帰国して間もないデ・コスタ看護教育課長から、以下の内容の報告を合同

作業委員会メンバーとともに聞くことができた。

最も参考になり、印象に残った観察点、学んだ点として、

① 日本の看護婦は献身的に仕事をこなしている。

② 日本の看護婦は働くことを喜びとしているようだ。

③ 機械や物品を注意深く扱い、管理が行き届いている。

④ 準備段階から最後までの仕事を計画的に運んでいる（自分を受け入れてくれたすべて

の施設で感じた）。

⑤ 日本の看護学生は授業料を払って学んでいる。よく勉強している。

⑥ 臨床実習は教育として行われている。

⑦ 看護学生の教育・監督は学校、病院双方のすべての看護職の総合的な係によってなさ

れている。
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⑧ 看護学生は寄宿舎の管理を自分たちで行っており、ゴミひとつ落ちていない。

今後の課題としたいこととして、

① 院内教育プログラムの推進（国の看護婦は年功序列で研修の機会を得るが、１年目か

ら教育する必要を感じている）。

② 新しい看護学校の学生はＳＪＧＨで臨床実習を行うが、ＳＪＧＨの看護婦の継続教育

を始めるべきだ。

③ 看護の量より質の向上に力点を置きたい。日本の患者のベーシック・ヒューマン・ニー

ズは満たされている。

④ 看護教育カリキュラムを見直すべきである。５月のワークショップ終了後、検討委員

会を設け取り組みたい。

日本の研修で学び得なかった点として、教員養成校のプログラム、教育方法等があげられた。

本プロジェクト最初の研修員として、保健省看護教育課長が日本に派遣されたことの意義は

大きい。それは、「①ロールモデルとなり得る看護職を育てたい、②看護学生の教育には現場の

看護婦の継続教育が必要、③教育カリキュラムの見直しが必要」等の点で認識を深められた点か

らも明らかであり、今後のプロジェクト推進に好ましい影響をもたらすものと考える。

２－４　資機材の供与および利用状況

1996年度に供与される予定の資機材のスリ・ランカへの到着は 1997年６月ごろに予定されてい

る。機材はいったん、ＳＪＧＨに保管され、そこから各学校に配分される予定である。各看護学

校の供与機材格納スペース、電気系統については、大きな問題はないことが確認された。

２－５　看護学校の視察結果

調査団は期間中、看護学校および実習病院各２カ所、さらに公開大学（Open University）を視

察、前述のベースラインサーベイを基に実態の把握を試みた。

その結果は次のとおりである。

1） 看護学校（ＳＪＧＨ含む11校）の入学は 1995年が最後であり、1994年、1996年の入学生

は取っていないため、現在２年次１クラスが在学するのみである。これは大学の検定試験

（Ａレベル）の合格者が成績順で大学入学を許可されるというスリ・ランカの教育システム

によるもので、1994、1996年は大学の intakeがないことによることが確認できた。

2） 看護教育のマスタープランに沿った、２年修了時の実技試験の場面の視察から、スリ・

ランカの確立された試験システムを確認できた。一人一人の学生が他校の教員と病棟婦長

により、２時間半にわたり「与えられた患者への対応」を評価されるもので、卒業時までに

評価項目をクリアするよう指導される。ゴール看護学校（学生158人）の場合、試験に 10日
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間を要するなど効率的ではないにしても、個々の能力を育てるひとつの優れた方法である

と思われた。今後、カリキュラムを見直すについて、この点を考慮する必要性を感じた。

3） 看護学校の教育器材、資材は少ないが、鍵のかかる戸棚の整理整頓はきちんとなされ、管

理は行き届いている。ちなみに、ゴール看護学校の実習病院であるカラピティヤ総合病院

には、看護学生用の戸棚が病院の予算で整備され、管理されていた。今後の供与機材の管

理・保管についても問題はないように思われた。

4） 現行カリキュラムについて教員は「保健省からの指導であり、問題はない」等、現状に満

足し、問題意識は薄いと思われた。

5） 実習病院側が期待する看護婦は、「スキルの優れた看護婦であり」「必要なスキルは学生

が現場でさまざまなケースに接し、医師・看護婦から教わることで初めて身につく」との院

長の見解があり、学生が長時間臨床で実習することの必要性が強調されている。医師の指

示で即戦力として働ける看護婦の養成がスリ・ランカの看護教育の状況であり、カリキュ

ラム見直し時の留意点ともいえる。

6） 教育現場からの問題点としては、

・学校と実習病院が離れており、交通の便が悪い（移動に 30分要する）

・学校予算が不足（雑誌代として年間４万円を中央政府から受ける）

7） 臨床実習現場からの問題点としては、

・ベッド数より患者の数が多く、教育的な臨床指導がなかなかできない

・ＯＨＰ等の教育機材、図書がなく学生に効率よく教えられない

大学進学やほかの職業についたなどで、20名が退学している。

学生は精神病院での実習のため不在であった。前述の調査でも長期専門家により指摘さ

れているとおり、臨床実習時間が長時間に及んでいる。繰り返しになるがその実態は次の

とおりである。

学習時間：月～金　　１日９時間　（07時～ 16時）

　　土　　半日５時間　（07時～ 12時）

１週間の合計学習時間　50時間

休　　暇：１カ月につき４日および祝祭日

ゴール看護学校／カラピティヤ総合病院の視察から；

ゴール看護学校は 1956年に創設され、1988年から 1995年まで毎年１クラス 100人以上の学生

が入学、卒業している。

視察時、折よく２年次後期の実地試験（スキルテスト）中であることがわかり、臨床実習病院

であるカラピティヤ総合病院での試験の模様を見学、スリ・ランカの試験システムを知ること
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ができた。

◆内科病棟でのスキルテストの方法

－学生は５グループに分けられ、外科・内科・産科系のテストを受けるため病棟をロー

テーションする。対象患者は試験官が指定するが、その基準としては、①入院間もな

い、②慢性疾患を有する等。

－試験官は病棟婦長と他校の看護教員がペアとなり、１人の学生に付き、２時間半、１

日３名の学生の評価を行う。したがって全員終了まで 10日間を要する。内科病棟での

スキルテストにはコロンボ看護学校の教員があたっていた。

－評価は①評価用紙、②見学、③インタビューの方法で行っており、卒業時までに100点

をクリアするような指導を行っている。

全国看護学校（ＳＪＧＨの看護学校を含む）の試験官のローテーションは保健省看護教育課が

決め、移動費、滞在費などの負担をしている。学生数によっては７～ 10日間を要し非効率的と

もとれるが、他校の教員による客観的評価、他校教員と現場婦長の情報交換の場となっており、

国内の看護レベルの向上にこのシステムが活用されているようにも思われた。

また、一人一人の学生を卒業時までに育て上げるという、きめ細かな教育の一部を見聞し、ス

リ・ランカが長年培ってきた看護教育上のスキルが生かされる協力であることが望ましいと思

われた。その意味でも今後、「中堅技術者養成」によるワークショップ・セミナーが、研修や研

究、討議の場として展開していくことが望まれる。
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